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評
価

今後の改善点と具体的方策

①【いじめ・不登校等の未然防止】
いじめ問題等記録シート、別室登校児童対
応の報告と共有で組織的対応を行う。

教
頭

【努力指標】
いじめ等記録シートで報告し学
年で情報を共有した。
【満足度指標】
ひだまり教室の設置で不登校傾
向の児童が安心して登校できる
ようになったと感じる。

＜実施状況・アンケートの
状況＞
A：＋評価90％～
B:80％～　C：70％～
D：70％未満

いじめ等記録シートで報告し学
年で情報を共有した。
A72％、B24％、C4％

ひだまり教室の設置で不登校
傾向の児童が安心して登校で
きるようになったと感じる
A69.2％、B30.8％

学校生活は楽しい。
A53.3％、B33.4％
C8.9％、D3.3％

お子さんは学校生活を楽
しんでいる。
A50.2％、B44.5％
C5％

情報共有がよくで
きている。また、ひ
だまり教室の設置
により、学級に入
りづらい児童が安
心して登校できて
いる。

A

学校生活が楽しくないと感じて
いる児童は、学年に少なから
ずいる。今後も情報共有を徹
底し、生徒指導の４視点を意
識した授業の実践を、生徒指
導チーム、学力向上チームを
中心に行っていく。

②【放課後業務の時間確保と学年で情報共
有の充実】
日課の短縮と会議を入れない日の設定、
PTA各種お知らせと学級便りの電子化で放
課後業務の時間確保と学年で情報共有の充
実を図る。

教
頭

【満足度指標・努力指標】
放課後業務の時間が確保さ
れたと感じる。

学年団で毎日情報共有をしてい
る。

＜実施状況・教職員アン
ケート＞
A：＋評価90％～
B:80％～　C：70％～
D：70％未満

放課後業務の時間が確保
されたと感じる。

A38.5％、B34.6％

C19.2％、D7.7％

学年団で毎日情報共有を
している。

A64％、B32％

C4％

学年団で毎日の
情報共有はよくで
きている。しかし、
授業空き時間が
ほんどない、また
は新たな業務等に
慣れていない学級
担任は多忙感を
感じている。

B

月、金の短縮日課時に
は、放課後できるだけ会
議を入れないようにし、業
務時間の確保に努める。
また、新たな業務等に慣
れていない学級担任に
は、管理職からのドバイス
の他、1人で業務を抱え込
まないよう、部会組織内で
協力体制を整える。

①【探求サイクルのある総合学習の単
元デザイン】
総合の学習を中心に、探求プロセスを
意識して課題解決するよさを実感させ
る授業を研究授業を核に探っていく。

研
究

【満足度指標】
総合・生活科を中心に「授業
に主体的に取り組んでい
る。」「学ぶことが楽しい。」と
感じている児童の割合

（教・児アンケート）　
A:：90％～　　
B：80％～ 
C：70％～　　
D：70％未満

総合・生活科を中心
に、子どもたちは主体
的に授業に取り組んで
いると思う（研究アン
ケート教職員）。
A13％、B65.2％
C17.4％、D4.3％

総合・生活科の授業が
楽しい。
A51.9％、B37.8％
C6.9％、D1.5％

子どもは家庭学習に主
体的に取り組んでいる
と思う。
A25.4％、B54.8％
C15.1％、D4.7％

総合生活を核に
多様な教科で児
童主体の授業デ
ザインが増加して
きている。

B

今後は各学年での実践を
共有し、全校職員の授業
デザイン力を継続して高
めていくことが必要。月一
の校内研に加え、１～２週
に一度程度、研修の終わ
り５分などを利用した実践
報告を負担の少ない形で
実施していく。

【３つの接続詞を用いて思い・考えのやりとり
のある授業づくり】
・学び合いの中や振り返りの際に、３つの接
続詞を用いることで学びを深める。

・ICT端末を活用して、対話の量を増や
す。

主
幹

【成果指標】
３つの接続詞を用いて学習のふ
りかえりをすることができている
児童の割合

単元末におけるふりかえり
で３つの接続詞を用いて
書けている児童の割合
A：９０％以上
B：８０％〜
C：７０％〜
D:７０％未満

３つの接続詞を用いて
ふりかえりを書かせた
ことで、子どもたちが論
理的に考え、伝える力
がついたと思う。
A12％、B52％
C32％、D4％

３つの接続詞をつかっ
て自分の考えをあらわ
すことが身についてき
ている。
A30.5％、B49.4％
C16.2％、D3.9％

子どもは、自分の考え
をつながりをもって表す
ようになった。
A20.1％、B60.2％
C17.7％、D2％

日々の授業の中や、
重点単元においての
ふりかえりで３つの
接続詞を使った思
考、記述をすることを
積み重ねてきた。

C

教職員により「力がつい
た」の認識のレベルにばら
つきがあり、自信をもって
肯定的に評価できなかっ
たよう。力がついたとする
児童の具体を提示すると
もに、１学期に効果的だっ
た実践の共有を図る。

【読書の楽しさの実感】
・図書委員会で図書室に行きたくなるような
イベントを企画し、読書を楽しむ機会を増や
す。
・学担と司書が連携し、授業と関連した図書
の活用や家庭での読書を勧め、楽しい本に
出会わせる。

図
書

【満足度指標】
本を読むことが楽しいと感じ
る。

（教・児・保アンケート）　　
A:：90％～　　B：80％～  
C：70％～　　D：70％未満

授業等で積極的に図
書室を活用して読書を
すすめている。
A41.7％、B33.3％
C20.8％、D4.2％

本を読むことが楽しい
と思う。
A59.8％、B24.3％
C7.7％、D8.1％

家庭では、お子さんが
読書ができるように配
慮している。
A15.7％、B50.8％
C26.8％、D6.7％

図書委員会で、様々
なジャンルの本に親
しめるようイベントを
企画した。国語科に
おいて、並行読書に
使う本を担任と司書
で確認し、児童がす
ぐに手に取れるよう
準備した。

B

児童は本を読むことを楽しい
と感じているが、家庭での読
書を勧める取組は十分でな
かった。長期休業中を中心
に、家庭と連携した取組を行
い、楽しい本に出会う機会を
設ける。図書委員会主催のイ
ベントには、学校全体で取り
組めるよう、各担任が児童へ
の声掛けを積極的に行う。

①【生徒指導の４つの視点】
生徒指導の４つの視点を意識して教育活動
を行えるように自身で重点目標を定め、月１
回チェックシートを用いて検証を行う。

生
徒
指
導

【努力指標】
チェックシートで３つの項目中２
つは肯定的評価がつく。

【成果指標】
魅力ある学校づくりアンケートで
の「学校が楽しい」に当てはまる
と答える児童の割合。

＜教師アンケート・実施の
状況＞

＋評価

A：〜90％

B:〜80％　C:〜70％

D：70％未満

＜児童アンケート＞

A：＋評価90％～

B：80％～

C：70％～

D：70％未満

チェックシートで３つの
項目中２つは肯定的評
価がつく。
A40％、B60％

学校生活は楽しい（生
徒指導魅力アンケート
より）。
A61％、B30.4％
C6.1％、D2.5％

・月末に次月の重点目標
を定め、その月の取組に
ついてチェックシートを用
いて検証を行った。
・教師間で授業参観を行
い、参観した授業の良
かった点が生徒指導の４
つの視点のどの項目に
当てはまるか考え、自分
の授業でも４つの視点を
意識して取り組めるよう
にした。

A

生徒指導の４つの視点を
意識して授業を行うことが
できている。今後も教師間
の授業参観期間を設け、
参観した授業のよいところ
と４つの視点をつなげるこ
とで、さらに４つの視点を
意識して教育活動を行え
るようにしていく。

②【魅力ある学校づくり】
各教科で学びのサイクルを回し、児童と共通
理解した「わかる」を積み重ねていくことで、
自己達成感・自己有能感・自己有用感を感じ
させていく。

生
徒
指
導

研
究

【成果指標】
魅力ある学校づくりアンケートで
の「授業がよくわかる」に当ては
まると答える児童の割合。

〈教・児アンケート〉

当てはまる

A：～60％　　

B：～50％

C：～45％　　

D：45％未満

各学年で目指す「よく
わかる」を児童と共有
し、学びのサイクルを
意識した授業を行って
いる。
A12.5％、B75％
C8.3％、D4.2％

授業がよくわかる（生
徒指導魅力アンケート
より）。
A74.3％、B20.7％
C4％、D1.1％

ここでの分かるは、テスト
で１００点をとれる「わか
る」ではなく、教師と児童
が共有した「わかる」なの
で、保護者アンケートで
は、測れない

・４月、「魅力ある学校づ
くり」について確認し、そ
れぞれの学年で「わか
る」について共有した。
・７月末、１学期のアン
ケート結果をもとに検証
を行い、「わかる」につい
て再確認するとともに、２
学期の方向性を学年間
で共有した。

A

教師と児童の「よくわかる」
の捉え方に違いがあるこ
とがアンケートのA評価の
結果からうかがえる。教師
間で再確認した「わかる」
を児童と共有し、児童が
「わかる」を積み重ねられ
るように取り組んでいく。

①【感染症対策、熱中症予防】
手洗いのポスターや熱中症指数の掲示を見
て、自分の命や健康を守るための行動を取
ることができるようにする。

保
健
主
事

【成果指標】
新型コロナウイルス感染症や熱
中症を予防するための正しい行
動を自分で考えてできている。

〈教・児・保アンケート〉
＋評価
A：～85％　　B：～75％
C：～65％　　D：65％未満

新型コロナウイルス感
染症や熱中症を予防
するための行動を自分
で考えてできるよう指
導している。
A57.7％、B30.8％
C11.5％

新型コロナウイルス感
染症や熱中症を予防し
ようと考えて学校生活
が送れている。
A54.2％、B38％
C7.2％、D0.6％

学校は、校内外の安全
指導に努め、事故防止
に配慮している。
A32.1％、B60.2％
C5％、D2.7％

感染症を呼ぼするために
手洗いの取り組みを行っ
た。各クラスで「この時間
には手洗いをする」という
目標を立てて取り組んで
いる。
熱中症予防については、
熱中症指数の掲示を行
い、児童自らが掲示を見
て命を守るための判断と
行動ができるようにした。

A

コロナ対策のために手洗いの
目標を各学級で決めていくこ
とを２学期も継続して行ってい
き、ウイルスが無くなったわけ
ではないということを意識して
生活できるようにする。
熱中症対策については、熱中
症予報の掲示を今後も継続し
ていく。また、その日の気温や
湿度の変化に応じて全校放送
で注意喚起を行っていく。

②【食育を通じた望ましい食習慣の形成】
学校給食を活用した給食時間における食に
関する指導の推進する。

保
健
主
事

【成果指標】
学級配布資料を活用し、毎月の
給食目標などについて指導して
いる

〈教・児アンケート〉
＋評価
A：～85％　　B：～75％
C：～65％　　D：65％未満

学級配布用資料（ぱく
ぱくだより）を活用し、
給食目標などについて
指導を行っている。
A30.4％、B52.2％
C8.7％、D8.7％

給食目標を意識してい
る。
A43％、B43.6％
D4.2％

ぱくぱくだよりを学級に配
布し、給食目標や食材の
紹介についての指導を
行うようにした。
給食委員会の放送で噛
むことの大切さなどにつ
いても紹介した。

B

ぱくぱく便りを配布するだけで
なく、各学級のクラスルームに
投稿し、担任が児童へ指導し
やすいようにする。毎月の始
めには職員全体に指導するよ
う声掛けを行う。

③【体力アップ１校１プラン】
ゲーム要素を加えた運動を授業の始め等に
行い、細かい動きができるようにする場を設
定したり、段階的指導を行ったりしていく。

保
健
主
事

【努力指標】
提案された予備運動や段階的
指導を行った教師の割合。

〈教・児アンケート〉
＋評価
A：～85％　　B：～75％
C：～65％　　D：65％未満

児童自らが体力・技能
の向上やけが防止に
ついて判断できるよう、
各種目・領域の段階的
指導や予備運動を行っ
ている。
A30％、B60％
C10％

体育の授業は楽しい。
A58.6％、B32.6％
C5.7％、D3％

ゲーム要素を加えた運
動を新学期の初めに共
有し、授業の最初に行え
るようにした。段階的指
導を行えるように見に研
修を開き、指導法を共有
した。

A

児童、職員が技能の向上や
怪我の防止ができるように段
階的指導法を単元に合わせ
て共有し、授業に活かしていく
ことができるようにしていく。
ゲーム要素を加えた運動を授
業の始めに行っていくことを継
続していく。

①【学校運営協議会の充実】
読書活動とふるさと学習の推進、学習サポー
ター等、学校運営方針に沿って地域ができる
ことを協議し、実行していく。

教
頭

【努力指標】
学校は、地域や保護者の力を積
極的にいかして教育活動を行っ
ている。

＜保・教アンケート＞
A：＋評価90％～
B:80％～　C：70％～
D：70％未満

読書ボランティアの読
み聞かせ・学習サポー
ター等、学校は、地域
や保護者の力を積極
的にいかして教育活動
を行っている。
A88.5％、B11.5％

見守り隊や読み聞か
せ、学校の勉強のお手
伝いなど、自分は地域
の人に支えられている
と感じる。
A70.8％、B26.5％
C2.1％

読書ボランティアの読
み聞かせ・学習サポー
ター等、学校は、地域
や保護者の力を積極
的にいかして教育活動
を行っている。
A39.1％、B55.2％
C4.3％、D1.3％

5・6年生の裁縫、
調理実習のサ
ポートは担当教員
の大きな手助けと
なった。また、2年
生と5年生の計算
サポートでは、計
算の苦手な児童
が生き生きと計算
練習に取り組んで
いた。

A

地域の方学習サポート
は、教員にも児童にもプラ
スの効果がある。今後も
学力向上チームと連携し、
学習サポートを実施してい
く。

②【開かれた学校づくり】
学校教育活動を家庭や地域に積極的に発
信し、開かれた学校づくりに努める。

教
頭

【満足度指標】
ホームページやコドモン、クロー
ムブックを使って、教育方針や
学校教育活動などをよく保護者
に伝えている。

＜保・教アンケート＞
A：＋評価90％～
B:80％～　C：70％～
D：70％未満

学校は、ホームページ
やコドモン、クローム
ブックを使って、教育方
針や学校教育活動など
をよく保護者に伝えて
いる。
A74.1％、B25.9％

学校は、ホームページ
やコドモン、クローム
ブックを使って、学校の
ことをよく保護者に伝え
ている。
A38.5％、B56.2％
C4％、D1.3％

学校から出す便り
は基本、全て電子
化し、コドモンを
使って配信した。
クロームブックの
クラスルームを
使った発信の活用
は、各学年または
学級に差がある。

A

学級便りのかわりとした、
クロームブックのクラス
ルームを使った配信の活
用例を、GIGA担当から各
学年に紹介し、各学年・各
学級での活用を促してい
く。
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